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研究成果の概要 

 

河西 Gの発見したシナプスの力学カップリング解明のためには、１）即時相の解明、２）持続相の

解明、３）力学カップリング（＝力学伝達）の意義の解明の３つの問題に分かれることがわかってき

た。力学伝達は、これまでに報告されてきたシナプス現象の中では短期増強(STP)というものに類

似性が高い。しかし、短期増強は誘発がシナプス後部で発現がシナプス前部であることから、現象

自体が謎であった。力学伝達はこの謎の部分を解き、短期増強の成因を見事に説明した。短期増

強は変異動物などを用いた結果から業記憶の細胞基盤でないかと言われてきており、力学伝達と

作業記憶が関係する可能性が高いことを提案した 1)。軸索圧応答の研究はこれまで脳スライス標

本しかなかったが、即時相の研究を、単離培養標本で進めた結果、スライス同様に再現し、圧応答

が一般的な現象であることが確認された。即時相については、終末が押されることで、小胞のドッキ

ングが促進されるのでなく、小胞の SNARE会合が増すことにより、Ca親和性が上がり、開口放出

確率が上がることがわかった。窪田 Gでは３次元構築電顕手法の導入を進めている。この SNARE

会合の増大の電子顕微鏡的基盤を明らかにするために標識の入った分子を電子顕微鏡で観察

する一般的な手法が確立・応用を目指して、金コロイド法の運用を開始した(Jian et al. Nature 

Methods 2020)。これまで、この方法の成功例がなかったが、平林 Gでは、この方法で ER膜タン

パク質を標識して、約 3nm の金コロイドとして確認することに初めて成功した。 
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